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明
治　

年
（
１
９
０
６
年
）
に

３９

村
立
の
久
留
米
小
学
校
が
誕
生
し

た
こ
と
は
、
村
の
初
等
教
育
が
一

応
の
形
を
整
え
た
こ
と
に
な
り
、

明
治
維
新
後
に
進
め
ら
れ
た
教
育

の
普
及
が
次
第
に
定
着
し
て
き
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
久
留
米

小
学
校
も
そ
の
後
校
舎
を
増
築

し
、
次
第
に
設
備
も
整
っ
て
き
ま

し
た
が
、
大
正
期
に
入
る
と
児
童

数
の
増
加
が
顕
著
に
な
り
、
施
設

の
さ
ら
な
る
整
備
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

　
〈
就
学
率
の
変
遷
と
児
童
数
〉

　

明
治
期
の
教
育
の
進
展
を
最
も

端
的
に
表
し
て
い
る
の
は
、
児
童

の
就
学
率
の
変
遷
で
し
ょ
う
。

新
し
い
学
校

　
「
学
制
」発
布
翌
年
の
明
治
６
年

（
１
８
７
３
年
）
の
就
学
率
は
全

国
平
均　

・
１
％
と
、
学
齢
児
童

２８

の
約
４
分
の
１
程
度
し
か
学
校
に

通
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
し

た
。
さ
ら
に
男
女
間
の
差
異
も
大

き
く
、
男
子
の　

・
９
％
に
対
し

３９

女
子
が　

・
１
％
と
、
女
子
は
男

１５

子
の
半
分
以
下
の
就
学
率
で
し

た
。
し
か
し
、
明
治　

年
（
１
８

１３

８
０
年
）
以
降
の
就
学
義
務
の
強

化
も
あ
っ
て
、
就
学
率
は
上
昇

し
、
明
治　

年
（
１
８
８
２
年
）

１５

に
は
平
均　

％
に
達
し
ま
し
た
。

５０

さ
ら
に
明
治　

年（
１
８
８
６
年
）

１９

に
施
行
さ
れ
た
「
小
学
校
令
」
で

４
年
間
の
義
務
教
育
が
明
文
化
さ

れ
、　

年
（
１
９
０
０
年
）
の
義

３３

務
教
育
無
料
化
が
国
民
の
教
育
費

の
負
担
を
軽
く
し
た
こ
と
か
ら
、

明
治
末
に
は
男
子　

・
８
％
、
女

９８

子　

・
６
％
、
平
均　

・
２
％
と

９７

９８

ほ
ぼ
１
０
０
％
に
近
い
就
学
率
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
久
留
米
尋
常
小
学
校
の

在
籍
児
童
数
は
明
治　

年
の
開
校

３９

時
に
は
４
６
５
人
で
、
明
治
末
年

は
約
５
０
０
人
で
し
た
が
、
大
正

期
に
急
激
に
増
加
し
、
昭
和
初
期

に
は
開
校
時
の
倍
の
９
０
０
人
を

超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
図

１
）。
こ
う
し
た
児
童
数
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
今
の
第
一
小

学
校
の
場
所
に
新
校
舎
を
建
設
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
〈
新
校
舎
の
建
設
〉

　

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
年
）
４

月
、
前
沢
の
久
留
米
小
学
校
の
東

側
、
現
小
金
井
街
道
を
挟
ん
だ
広

い
場
所
に
木
造
ス
レ
ー
ト
葺（
ぶ
）

き
平
屋
建
て
２
５
８
坪
の
面
積
を

も
つ
新
校
舎
を
建
設
し
、
そ
の
南

側
の
運
動
場
を
整
備
し
ま
し
た

（
現
中
央
町
六
丁
目
８
番
）。

　

新
校
舎
は
敷
地
の
北
部
に
東
西

に
長
い
建
物
が
造
ら
れ
、
普
通
科

教
室
５
、
特
別
教
室
２
、
職
員
室
、

応
接
室
な
ど
が
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
学
校
建
築
に
つ
い
て

は
、
明
治　

年
（
１
８
８
８
年
）

２１

に
制
定
さ
れ
た
「
小
学
校
設
備
準

則
」
に
よ
り
質
朴
堅
牢
が
重
視
さ

れ
、　

年
に
は
文
部
省
か
ら
「
設

２８

計
大
要
」
も
出
さ
れ
て
、
東
西
に

延
び
た
校
舎
の
北
側
に
片
側
廊
下

が
あ
り
、
４
間
×
５
間　

坪
（
約

２０

　

㎡
）
の
教
室
が
南
側
に
並
ぶ
と

６６い
う
標
準
化
が
進
み
、
久
留
米
小

学
校
も
そ
の
典
型

的
な
様
式
で
建
築

さ
れ
ま
し
た
（
写

真
１
）。
こ
の
場

所
が
現
在
の
市
立

第
一
小
学
校
で
、

そ
れ
ま
で
使
っ
て

い
た
旧
校
舎
も
そ

の
ま
ま
活
用
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和　
１０

年
代
の
地
図
を
み

る
と
そ
の
様
子
が

よ
く
分
か
り
ま
す

（
図
２
）。
道
路

東
側
の
広
い
敷
地

の
北
部
に
東
西
に

長
い
校
舎
が
あ

り
、
そ
の
南
に
広

い
校
庭
が
あ
る
の

は
今
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
道
路
西
側

に
は
明
治
時
代
に

匚
型
に
建
築
さ
れ
た
旧
校
舎
の
３

棟
が
み
ら
れ
ま
す
。
道
路
に
面
し

て
い
た
２
階
建
て
仮
校
舎
の
「
旧

江
戸
屋
」
は
昭
和
７
年
に
取
り
壊

さ
れ
て
地
図
に
は
な
く
、
旧
校
舎

も
昭
和　

年
に
は
廃
止
さ
れ
ま

２３

す
。

　

こ
う
し
て
、
昭
和
３
年
に
久
留

米
小
学
校
は
新
旧
校
舎
を
も
つ
新

し
い
学
校
に
大
き
く
変
貌
し
た
の

で
す
（
続
く
）。

　
〔
本
文
は
山
崎 
丈
氏
・
市
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
に
よ
る
〕

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
文
化
財

係
４
７
２
・
０
０
５
１
へ
。
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↓
久
留
米
小
学
校
の
新
築
校

舎
と
校
庭
（
昭
和
８
年
撮
影
）

　

↑
昭
和　

年
の
地
図（「
多
摩

１８

地
形
図
・
前
沢
」
之
潮
刊
・
部

分
『
東
久
留
米
の
近
代
史
』）

　平成２８年４月１４日に開催した第４回定例会から、１２月１日に開催した第
１２回定例会までに付議された議案（１５件）は、すべて承認されました。
　議案及び報告事項の詳細については、議事録をご参照願います（議事録
は市のホームページ、または市政情報コーナーでご覧いただけます）。

　【お願い】非公開の議案及び報告などを除いて、教育委員会の会議は傍聴できます。お手伝い（手話通訳等）
が必要な方は、事前にご連絡願います。
　会議は、諸事情により、直前に日程変更する場合があります。お手数をおかけしますが、傍聴される方は教育
総務課庶務係☎４７０・７７７５にお問い合わせいただくか、または、市のホームページでご確認願います。

〈教育委員会
　　審議結果の
　　　　お知らせ〉

　

市
立
第
六
小
学
校
は
昭
和　

年
４
月
、　

学
級
・
４
７
９
人
の

４１

１２

児
童
で
、
北
多
摩
郡
久
留
米
町
立
久
留
米
第
六
小
学
校
と
し
て
開

校
し
ま
し
た
。
こ
の
年
に
は
、
市
の
人
口
が
５
万
人
を
突
破
し
て

い
ま
す
。

　

第
六
小
学
校
が
創
立
さ
れ
た
前
後
は
、
日
本
全
体
が
大
き
く
動

い
て
い
る
時
で
し
た
。
昭
和　

年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、

３９

６
年
後
の
昭
和　

年
に
は
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
、
東
久
留
米
も

４５

町
か
ら
市
に
変
わ
り
ま
し
た
。
第
六
小
学
校
の
児
童
数
は
昭
和　
４９

年
４
月
１
日
現
在
の
１
０
１
１
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
現
在

（
平
成　

年　

月
１
日
）
は
３
１
８
人
、　

学
級
で
す
。

２８

１１

１２

　

第
六
小
学
校
は
情
緒
障
害
等
通
級
学
級
「
す
ず
ら
ん
学
級
」
が

設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
特
別
支
援
教
室
の
拠
点
校
と
し
て
の
役

割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
ば
の
教
室
、
き
こ
え
の
教
室
と
と
も

に
、
本
市
の
特
別
支
援
教
育
を
牽
引
す
る
高
い
専
門
性
を
も
つ
学

校
で
す
。

　

同
校
の
教
育
目
標
で
あ
る
「
考
え
る
子
、
助
け
合
う
子
、
元
気

な
子
」
の
理
念
は
創
立
以
来
脈
々
と
引
き
継
が
れ
、
４
０
０
０
人

も
の
卒
業
生
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
方
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市教育委員会では、東久
留米産農産物の多様性を知
り、郷土愛を育んでもらう
ため、「くるめ産給食の日」
を設けています。児童・生
徒がいつも食べている給食

は、学校ごとの献立になっていますが、この日は全校で同じ献立の給食を
食べます（小・中学校で一部の献立は異なります）。
　今年度は、昨年の１１月２９日に実施されました。小・中学校共通の献立は、たっ
ぷりのおろし大根を入れた「くるめスパゲッティ」、東久留米産野菜を使った「地
場野菜サラダ」、幻の「柳久保小麦」を使った小松菜ケーキでした。
　市長、教育委員と、この日の食材を生産した農業事業者の方が第一小学校を訪
問し、児童と一緒に給食を食べました。

写真１

全校で東久留米の
野菜を使った給食を
食べました

　

図
書
館
で
は
、
平
成　

年
か
ら
、
市
民
が
語
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス

２７

ト
リ
ー
事
業
「
語
ろ
う
！
東
久
留
米
」
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
に
４
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
第
１
回
か
ら
第
３
回
ま
で
の
テ
ー
マ
と
講
師
は

表
１
参
照
）。

　

第
４
回
は
、
昨
年
の　

月
、「
東
久
留
米
と
農
業
」
を
テ
ー
マ
に
、

１２

東
久
留
米
市
郷
土
研
究
会
と
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
と
の
共
催
で
開

催
し
ま
し
た
。
先
ず
、「
農
地
改
革
と
東
久
留
米
」
と
題
し
、
郷
土
史

研
究
会
の
當
麻
好
雄
氏
に

よ
る
戦
前
・
戦
中
・
戦
後

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ

り
、
さ
ら
に
、
小
沢
文
世
氏
が
「
ラ
ン
プ
新
田
か
ら
電
化

農
村
へ
」
に
つ
い
て
、
松
本
誠
一
氏
は
「
前
沢
地
域
の
農

業
の
変
遷
と
今
後
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
様
に
東
久
留
米
の
昭
和
の
時

代
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
経
験
や
体
験
を
語
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
口
述
記
録
を
東
久
留
米
の
ま
ち
の
歴
史
と

し
て
次
の
若
い
世
代
へ
継
承
す
る
取
り
組
み
で
、
今
後
も

図
書
館
が
力
を
入
れ
て
い
く
事
業
の
一
つ
で
す
。

　

何
気
な
い
日
々
の
生
活
の
中
の
経
験
や
体
験
の
中
に
、

次
の
世
代
へ
継
承
す
べ
き
ま
ち
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
口
述
記
録
を
編
集
し
た
冊
子
は
、
図
書
館

で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
中
央
図
書
館
☎
４
７
０
・
４
６
４
６
へ
。

〔
教
育
委
員
会
だ
よ
り
第　

号
５０

の
発
行
に
あ
た
り
〕

　

今
か
ら　

年
前
の
平
成
４
年
。
日

２５

本
人
宇
宙
飛
行
士
の
毛
利
衛
さ
ん
が

宇
宙
へ
出
発
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
当
時　

歳
の
岩
崎
恭

１４

子
さ
ん
が
水
泳
競
技
で
金
メ
ダ
ル
受

賞
。
中
学
生
の
活
躍
に
、
日
本
中
が

驚
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
年
の　

月
に
、
第
１

１０

号
の
教
育
委
員
会
だ
よ
り
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
紙
面
で
は
第
２
土
曜
日

の
休
業
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
学

校
週
五
日
制
」
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
様
か
ら
の
質
問
や
ご
意
見
に
お
答

え
す
る
形
で
特
集
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
だ
よ
り
は
年
２
回
の

発
行
で
す
が
、
今
号
で　

号
を
迎
え

５０

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
詳
し

く
お
知
ら
せ
で
き
な
い
内
容
を
中
心

に
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
に
じ

っ
く
り
読
ん
で

い
た
だ
け
る
紙

面
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

図書館事業のご案内

語ろう！
東久留米
〜冊子も好評頒布中

市
立
第
六
小
学
校

〜
創
立　

周
年
を

５０

　

迎
え
ま
し
た

市長や地域の方と談笑しながら「いただきます！」

〜
く
る
め
産
給
食
の
日

〈表１ 語ろう！東久留米のテーマ及び講師一覧〉

テーマ（講師）

「５０年前の東久留米の学校と子どもたちの生
活」（野崎重弥氏、小山満氏）第１回

「東久留米と戦争」（當麻好雄氏、林綾子氏、
奥住和夫氏、竹内俊雄氏、鹿島宗男氏）第２回

「東久留米と戦争〜村の生活」（寺本亮洞氏、榎
本和子氏、岸伊佐緒氏、林綾子氏）第３回

図２


